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シリーシュの花 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハザーリー・プラサード・ドゥヴィヴェーディー著 
長崎 広子 訳  
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 私が座ってこれを書いているまわりには右も左も、前も後ろも、シ
リューシュ １の木がいっぱいある。大地が無煙の火壇と化すジェート
月 ２の焼けつく日差しの中、シリーシュは上から下まで花をたくさん
つける。こんな夏にわざわざ花を咲かせようとする木は少ない。カル
ニカール ３とナンバンサイカチ ４のことを忘れているわけではない。
それらも近くにたくさんあるが、シリーシュとナンバンサイカチを比
べることなどできようはずもない。それらは春の花ハナモツヤクノキ
のように二、三週間しか咲かないのだから。詩人カビールは、こんな
はかない興奮を好まなかった。十日咲いて、すぐにしおれるとは何た
ることか！ 
 
 十日咲きて散りゆくハナモツヤクノキ 
 
こんな枝なら、ないほうがましだ。花といえばシリーシュだ。春の訪
れとともに花がほころび、アーシャード月 ５までずっと楽しませてく
れる。気が向けば、バードーン月 ６でもきれいな花を咲かせつづける。
蒸し暑さで魂が沸騰し、熱風で心が乾くときでも、シリーシュだけは
不屈の世捨て人のように人生に負けないための呪文
マントラ
を伝道しつづけ
るのだ。たとえ多くの詩人のようにすべての花や葉を見て魅せられる
心を神は私にお授けにならなくても、私はまったくの鈍感というわけ
ではない。シリーシュの花は私の心にいくばくかの喜びを確かに与え
てくれるのだから。 
 シリーシュは大きな木陰をつくる木だ。昔のインドの貴族が庭園の
柵のそばに植えていた吉兆をもたらす木の中には、シリーシュもあっ
た（『ブリハトサンヒター』55/3）。無憂樹やオナモミ、テリハボケ、
シリーシュの木陰や生い茂った優しい緑に囲まれた庭園は、確かにと
ても魅力的に見えるだろう。ヴァーツヤーヤナは『カーマ・スートラ』
７の中で、庭園に深く生い茂った木の陰にブランコをかけるべきだと
語っている。昔の詩人がこのようなブランコのかかったミサキノハナ
を見たいと思っていたとしても、シリーシュでも悪くはないだろう。
この木の枝は、たしかに他の木と比べれば細いのだが、ブランコに興
じる人の体重にしたって大したことはない。重さのことを全く留意し
ないとは、詩人の悪いくせだが、太鼓腹の国王の話しをしているわけ
ではない。彼らは必要ならば鉄製の木を作らせこともできるのだから。 
 シリーシュの花はサンスクリット文学で、とても繊細なものと認め
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られている。カーリダーサがこのことを最初に広めたと、私は思って
いる。彼は（私もだが）この花に少々肩入れしていた。カーリダーサ
が言うには、シリーシュの花は蜂の足が優しく触れることだけに耐え
られ、鳥などとんでもないという。 
 
柔らかいシリーシャの花は、蜂の足は支えよう 
しかし鳥の足には耐えられない 
 
いまさら、これほどの大詩人に私がどうして逆らえようか。反対する
勇気がないだけでも情けないのだが、ここではそんな気すらおこらな
いのだ。そうだ、私は他の話しをしていた。シリーシュの花の繊細さ
を見て後世の詩人たちは、この木のすべてが繊細だと思ったが、これ
は間違いである。この木の実はとても強く、新たな花が出てきても場
所をゆずろうとしないのだから。新しい実と葉がいっしょに押して、
その実を追い出さない限り、踏みとどまるのだ。春の到来で、森全体
が花や葉でカサカサ言っているときに、シリーシュの古い実はギシギ
シと不快音を立てつづける。これを見ると、時代の向かう先をまった
く理解せずに、新進気鋭の人々に押し出されない限りいつまでも居座
りつづける政治家を思い浮かべてしまう。 
私は思うのだ。古いものが持っている独占欲はしかるべき時に落ち
着くものだろうか？老いと死の両者は、この世で極めてよく知られた
揺るぎようのない真実である。トゥルシーダースは悲哀をこめてこれ
らのもつ真理を確認した。 
 
 トゥルシーは語る 
実を付けたものは落ち 
点いた火は消える 
それは この世の摂理 
 
私はシリーシュの実を見て言っているのだ。おい、おまえさん。実を
付けた時にいつかは必ず落ちることが分からないのかい。誰が聞くだ
ろうか？閻魔大王がビシビシ鞭をふるい、古くなり弱くなった実が落
ちていく中で、命の片鱗がほんの少しでも上向きのものは、持ちこた
えられる。尽きることのない生類と遍在する世界破滅の大火との攻防
は永遠につづいている。愚者は、生まれた場所にいつまでもとどまり
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つづければ死神の目に留まらないだろうと考えている。馬鹿な奴だ。
彷徨いつづけ、場所を移動しつづけ、未来を見つめつづければ、閻魔
大王の鞭に打たれずに済むかもしれないのに。居座れば死あるのみ。 
 毎度私は思う。このシリーシュは不思議な世捨て人だと。悲しくと
も、嬉しくとも、この木は敗北を認めない。他者とは関わらない。大
地と空が焼けつく時でも、この聖者は一体全体どこから水分をとりつ
づけているのだろうか。四六時中、上機嫌だ。この木は大気から水分
を取る種類の木だと、ある植物学者が私に言った。きっとそうだと思
う。そうでなければ、恐ろしい熱風の時に、こんなに繊細な葉脈やお
しべをどうして伸ばすことができようか。世捨て人の口から、この世
でもっとも潤いのある作品が生まれる。カビールはこんなシリーシュ
のような人であった。上機嫌で達観していて、でも潤いがあり魅力的
であった。カーリダーサもきっと執着のない世捨て人であったのだろ
う。シリーシュの花は無執着な陶酔からのみ咲くことができ、詩集『雲
の使者』８はそのような執着のない澄んだ自由な心があれば生まれる
ことができた。執着を離れることのできない詩人、無欲でいられない
者、努力に見合った成果を欲しつづける者がどうして詩人と言えよう
か？カルナータカ王国の愛しいヴィッジカー女神は自信を持って語っ
た。 
 
 ひとりの詩人はブラフマーでした。もうひとりの詩人はヴァール
ミーキでした。もうひとりはヴャーサでした。ひとりはヴェーダを
生み出しました。もうひとりはラーマーヤナを、もうひとりはマハ
ーバーラタを。この三人以外にもし詩人がいるべきだと主張する者
がいれば、カルナータカ王国の愛しい妃が彼らの頭上に自らの左足
を置き軽蔑します 
（汝らの頭上にカルナータカ王国の愛しい女である私は左足をのせ
る） 
 
こう非難されて、世界中の詩人の中でひとりとして自らの負けを認め
たわけでないのだが、恥じ入らなければその者は咎められないという
ことではない。私は言おう。友よ、詩人になるのなら、無欲になれ。
シリーシュの陶酔を見よ、と。だが経験は私に教えてくれる。誰も人
の話しは聞かないのだから、そんな奴らはくたばっちまえ！と。 
 カーリダーサは絶妙のバランス感覚を持っていた。なぜなら、執着
122 
 
のないヨーガ行者の安定した悟りの境地と、燃えるような恋人の心境
を持ち合わせていたからだ。詩人だということはどういうことなのだ
ろうか？私も詩をつくり、韻を踏む。カーリダーサも詩をつくり、韻
を踏むこともできるだろう。だからといって、我々二人が同じ種類の
詩人とはならないのだ。同じだと主張する人を叱りつけて、昔の風流
人は言った。「我々も詩人である。だが、詩人のなかで最高の詩人はカ
ーリダーサである」と。私は、カーリダーサのひとつひとつの詩節を
読んで魅了され、感動にひたり、驚いてしまう。では、シリーシュの
花の例を見てみよう。シャクンタラー姫はとても美しかった。どう美
しくあれば、特別な美しさとなるのだろうか？どれほど美しい心から
その美しさが隠れながら顕れたのかを見なければならない。シャクン
タラー姫はカーリダーサの心から生まれた。神はケチではなかったし、
詩人もそうではなかった。ドゥフシャンタ王もすばらしい恋人であっ
た。彼はシャクンタラーのひとつの絵を描いたが、しきりに心が苛立
ったのだった。ああ、どこかに何かを忘れている。あとになって彼は
気付いた。シャクンタラーの耳におしべが頬まで垂れ下がったシリー
シュの花を添えるのを忘れた。そして秋の月の光のように優しく美し
い蓮の茎の花輪を忘れていた。 
 
 柄元を耳に たばさみて 花しべ長く 頬に垂る シリーシャの
花、かつはまた さやけき秋の 色はゆる 月の影かや やわらか
き 蓮の茎の 糸の紐 胸にかかるを えがきもらしつ。（辻直四郎
訳）９ 
 
 カーリダーサがこの詩節を描かなかったならば、私は彼のことも、
美に酔い、悲しみに圧倒され、喜びで喜悦する他の詩人と同類にすぎ
ないと思ったことだろう。しかしカーリダーサは美の外皮を突き破り、
内部まで到達することができた。悲しみであれ喜びであれ、搾られて
いないサトウキビから汁を搾りだす無欲な農夫のように、彼は自分の
感情の汁を搾り出すことができた。執着のない状態にいられたからこ
そカーリダーサは偉大であったのだ。この種の無執着は現代詩人のス
ミトラーナンダン・パント １０にいくらか見られる。偉大な詩人ラビ
ンドラナート １１にもこの無執着があった。あるところに彼は書いて
いる。 
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 王の庭の正門がどうして天に届かないものか。その技巧はどれほ
ど美しいことか。だが、すべての道はここに到達して終わるとそれ
は語らない。真の目的地はそれを越えた先にこそある。こう語るこ
とがそれの務めなのだ。 
 
花であれ木であれ、自身の中だけで完結するものではない。それは、
何か他のものを示すために差した指であり道標なのだ。 
 シリーシュの木は、本当に完璧な世捨て人のように、私のこころに、
上に向かって伸びつづける感動を湧き起こしてくれる。この木は、こ
のきらきら輝く日差しの中でどうしてこのように楽しんでいられるの
だろうか。日差し、雨、暴風、熱風といったこれらの外の変化、それ
自体は現実のものではないのだろうか？われわれの国で起こった殺し
合い、大火、略奪、流血の騒動の中でも、動じずにいられるのだろう
か？シリーシュにはそれができた。我が国の老人の一人もそれができ
た。なぜ？どうしてそれが可能であったのかと私の心は問う。なぜな
ら、シリーシュも世捨て人で、我が国のその老人も世捨て人であった
からだ。シリーシュは大気から栄養を吸ってこれほど柔らかくこれほ
ど強い。ガーンディーも大気から養分を吸って、これほど優しく、ま
たこれほど強くなることができた。私はシリーシュの木を見るといつ
も心が痛む。ああ、あの世捨て人は今どこに。 
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原題： Śirīṣa kā phūla.  
        Kalpalatā, Banārasa: Jñānamaṇḍala, 1951 所収. 
 
 
                                                        
１ モンキーポッド。学名：Albizia saman、シノニム Samanea saman。
熱帯アメリカ原産のマメ科ネムノキ亜科ネムノキ属の常緑高木。 
２ インド暦三月。太陽暦の五から六月頃。 
３ Pterospermum acerifolium。夜に白い花をつける、インド原産の木。 
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４ Cassia fistula。インド原産。黄色い花をたくさんつけるマメ科の高
木。別名、ゴールデン・シャワー・ツリー。 
５ インド暦四月。太陽暦の六から七月頃。 
６ インド暦六月。太陽暦の八から九月頃。 
７ 『カーマ・スートラ』は、ヴァーツヤーヤナがサンスクリットで著
した古代インドの性愛書。 
８ カーリダーサの著わした『雲の使者 Meghadūta』は、異国に暮らす
夫が自らの妻への思いを雲に伝言の使者として託して描かれたサンス
クリット抒情詩。サンスクリット文学の傑作と名高い作品。 
９ 本詩節は、カーリダーサ著戯曲『シャクンタラー姫』六・一八。日
本語訳は辻直四郎による格調高い擬古文訳（岩波文庫）が出版されて
おり、ここでは拝借した。 
１０ スミトラーナンダン・パント (1900-1977) は、チャーヤーワード
（陰影主義）文学を代表する近代ヒンディー語詩人。 
１１ ラビンドラナート・タゴール (1861-1941) は、ベンガルが誇る思
想家であり詩人。詩集『ギタンジャリ』でアジア人で初めてノーベル
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